
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
形
容
詞
ウ
音
便
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

〉

市
　
来
　
ち

さ

　
藤
井
高
尚
の
著
書
『
消
息
文
例
』
に
「
音
便
の
詞
の
事
」
と
い

う
章
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　
　
ニ
　

　
　
さ
い
つ
頃
、
い
み
じ
う
、
な
ど
い
ふ
た
ぐ
ひ
の
音
便
の
詞
、

　
　
中
む
か
し
の
も
の
語
ぶ
み
に
は
、
あ
ま
た
み
ゆ
る
中
に
、
せ

　
　
う
そ
こ
文
の
こ
と
ば
に
は
、
こ
と
に
お
ほ
く
そ
あ
り
け
る
、

　
　
そ
は
い
か
に
と
い
ふ
に
、
そ
の
か
み
の
人
の
も
の
い
ひ
ぶ
り

　
　
に
て
、
せ
う
そ
こ
文
は
、
そ
の
も
の
い
ひ
や
る
詞
を
、
も
じ

　
　
に
か
き
た
る
も
の
な
れ
ば
な
り
、
（
後
略
）

平
安
時
代
の
物
語
文
に
は
音
便
化
さ
れ
た
語
が
数
多
く
み
ら
れ
る

と
あ
る
が
、
高
尚
は
そ
の
理
由
を
「
音
便
形
は
当
時
の
人
々
の
言

葉
遣
い
で
あ
っ
て
、
消
息
文
は
そ
の
話
し
言
葉
を
文
字
に
書
い
た

も
の
で
あ
る
か
ら
（
音
便
が
多
い
）
」
と
し
て
い
る
。

　
で
は
、
物
語
中
の
文
章
を
地
の
文
・
会
話
文
・
消
息
文
：
心
中

文
の
別
に
分
類
・
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
部
分
に
ど
れ
く

ら
い
の
比
率
で
音
便
形
が
み
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
中
に
何
ら
か
の

傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
作
者
が
執
筆

上
の
表
現
方
法
と
し
て
、
意
識
的
に
音
便
の
使
用
を
企
図
し
て
い

る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

　
高
尚
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
会
話
文
に
含
ま
れ
る
音
便
形
の
用

例
数
が
一
番
多
く
、
続
い
て
話
し
言
葉
を
文
字
に
し
た
消
息
文
、

最
後
に
地
の
文
の
順
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
は
た
し
て
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
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二

　
音
便
現
象
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
こ
と
と
し
て
資
料

の
検
討
の
問
題
が
あ
る
。
資
料
に
必
要
な
条
件
は
、
そ
の
本
文
が

ど
れ
だ
け
原
本
に
忠
実
で
あ
る
か
と
い
う
質
の
面
と
、
多
く
の
用

例
を
含
む
だ
け
の
量
が
あ
る
か
と
い
う
量
の
面
と
の
二
つ
で
あ

る
。　
さ
て
、
中
古
の
文
献
の
う
ち
で
、
伝
統
的
な
表
現
を
重
ん
じ
る

和
歌
で
は
音
便
形
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て

物
語
・
日
記
・
随
筆
な
ど
の
散
文
和
文
資
料
に
は
数
多
く
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
当
時
の
言
語
生
活
を
反
映
し
た
部
分
が

多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
右
の
散
文
和
文
資
料
の
う
ち
で
、
『
竹
取
物
語
』
『
土
佐
日
記
』

『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
『
枕
草
子
』
『
更
級
日

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

記
』
に
つ
い
て
、
江
口
正
弘
氏
は
こ
れ
ら
の
作
品
に
用
い
ら
れ
て

い
る
四
段
活
用
形
を
各
活
用
形
別
に
し
、
さ
ら
に
音
便
形
の
異
な

り
語
数
と
延
べ
語
数
を
調
査
さ
れ
た
。
動
詞
の
音
便
形
は
連
用
形

に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
氏
の
調
査
結
果
を
要
約
す
る
と
結

局
次
表
の
よ
う
に
な
る
（
音
便
率
の
求
め
方
は
、
音
便
形
の
延
べ

語
数
を
音
便
形
の
延
べ
語
数
と
非
音
便
形
の
延
べ
語
数
を
足
し
た

数
字
で
割
り
、
百
を
か
け
た
も
の
で
あ
る
）
。

延　　べ　　語　　数 異　な　り　語　数

音
便
率
（
％
）

音
便
形
数

韮驚 動
詞
全
数

音
便
形
数

墾筋 動
詞
全
数

活
用
形

0．65 4 611 L341 2 200 299 竹
取

L66 4 237 764 3 109 197 土
佐

1．87 13 681 1，380 4 197 287 伊
勢

2．42 43 1，786 3，036 6 343 428 大
和

2．25 506 22，399 48，621 103 2，458 3，211
源
氏

0．91 28 3，049 6，408 15 837 1，103 枕

2．62 17 631 1，345 14 261 401 更
級

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
『
竹
取
物
語
』
『
枕
草
子
』
の
音
便
率
は
ー
・

0
％
以
下
と
非
常
に
低
い
数
値
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
大
和
物

語
』
『
源
氏
物
語
』
『
更
級
日
記
』
は
2
・
5
％
前
後
で
あ
る
こ
と
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が
わ
か
る
。

　
　
　
　
ニ
ニ

　
次
に
北
原
保
雄
氏
に
よ
る
形
容
詞
連
用
形
の
ウ
音
便
率
の
調
査

を
み
る
。

音便率㈱ 連用形 音便形

12．2 131 16 竹取物語

40．8 710 290 蜻蛉日記

28．8 10，478 3，018 源氏物語

35．0 300 105 紫式部日記

54．2 1，391 754 枕草子

4L3 196 81 和泉式部日記

29．1 333 97 更級日記

55．0 1，986 1，092 浜松中納言物語

21．0 324 68 堤中納言物語

15．5 775 120 大和物語

47．6 5，056 2，407 栄花物語

　
こ
の
表
は
、
北
原
氏
が
ク
活
用
と
シ
ク
活
用
を
分
け
て
表
示
さ

れ
て
い
た
も
の
を
合
計
し
、
音
便
率
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
先

程
の
動
詞
の
音
便
率
と
は
異
な
り
、
全
体
的
に
形
容
詞
連
用
形
に

お
い
て
は
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
特
に
『
枕
草
子
』
『
浜
松

中
納
三
口
物
語
』
は
5
5
・
0
％
前
後
と
極
め
て
高
い
。
こ
の
中
か
ら

資
料
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
質
と
量
を
備
え
て
い
る
も
の
を
選
ぶ

と
、
『
蜻
蛉
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
堤
中
納
言

物
語
』
に
つ
い
て
は
諸
本
間
の
異
同
が
甚
し
く
写
本
も
新
し
い
た

め
不
安
を
伴
う
。
ま
た
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
『
更
級
日
記
』
は
質

は
と
も
か
く
と
し
て
量
の
面
で
は
や
や
乏
し
く
、
『
竹
取
物
語
』
『
紫

式
部
日
記
』
は
本
文
に
不
安
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
源
氏
物

語
』
は
質
・
量
の
点
で
資
料
と
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る

（『

蝌
a
物
語
』
『
栄
花
物
語
』
は
別
途
考
え
る
べ
き
作
品
で
あ
り
、

こ
れ
は
後
日
の
問
題
と
し
た
い
）
。
そ
こ
で
今
回
は
『
源
氏
物
語
』

に
つ
い
て
調
査
・
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

　
『
源
氏
物
語
』
の
伝
本
は
、
一
般
に
青
表
紙
本
系
統
の
諸
本
、

河
内
本
系
統
の
諸
本
、
別
本
系
統
の
諸
本
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
青
表
紙
本
は
河
内
本
に
比
し
て
本
文
を
み
だ
り
に
改
め
ず
、

伝
来
の
ま
ま
に
尊
重
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
、
と
い
う
通
説
に

し
た
が
っ
て
考
え
る
と
き
、
当
然
青
表
紙
本
系
統
の
中
で
、
そ
の

原
本
で
あ
る
定
家
筆
本
を
資
料
と
し
て
用
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
定
家
筆
本
に
は
花
散
里
・
行
幸
・
柏

木
・
早
蕨
の
四
帖
が
残
る
の
み
な
の
で
、
一
般
的
に
こ
れ
に
一
番

近
い
と
さ
れ
て
い
る
大
島
本
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
同
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系
統
の
本
の
間
で
も
音
便
形
と
非
音
便
形
と
の
異
同
は
多
く
、
そ

の
こ
と
が
音
便
の
調
査
の
障
害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
念
の

た
め
定
家
筆
本
の
四
帖
と
そ
れ
に
相
当
す
る
大
島
本
と
に
つ
い
て

音
便
形
の
異
同
を
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど

相
違
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
大
島
本
を
信
頼
し
て
調
査

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
次
に
調
査
す
る
音
便
の
種
類
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

形
容
詞
の
ウ
音
便
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
理

由
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
は
イ
音
便
・
ウ
音
便
・
援
音
便
が
あ
り
、

促
音
便
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
撲
音
便
は
幻
の
巻
の
「
夕
殿
に

螢
と
ん
で
」
の
一
例
の
み
で
、
こ
れ
は
『
長
恨
歌
』
の
一
節
の
朗

諦
と
い
う
特
殊
な
例
で
あ
る
。
ま
た
字
音
語
や
「
あ
ん
め
り
」
「
な

ん
め
り
」
な
ど
と
い
う
言
い
方
の
場
合
も
特
殊
な
も
の
と
し
て
除

け
ば
、
擬
音
便
は
こ
こ
で
は
問
題
外
と
な
る
。
要
す
る
に
、
撰
音

便
．
促
音
便
は
女
性
の
和
文
に
は
馴
染
み
に
く
い
表
現
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
イ
音
便
に
つ
い
て
は
、
動
詞
連
用
形
・
形
容
詞
連
体
形

に
現
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
形
容
詞
連
体
形
は
そ
の
例
が

少
な
く
（
動
詞
連
用
形
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
考
え
た
い
）
、

用
例
が
全
体
に
わ
た
っ
て
広
く
み
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
今
回
は

形
容
詞
連
用
形
ウ
音
便
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
こ
の
音
便
形
が
ど
の
よ
う
な
部
分
に

用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
作
者
が
明
ら
か
に
用
語
選
択
の
意
識

を
も
っ
た
上
で
音
便
を
使
い
分
け
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
結
果

は
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
を
み
よ
う
と
試
み
た
。

四

　
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
作
者
が
明
ら
か
に
用
語
選
択
意
識
を

も
っ
た
上
で
音
便
を
使
い
分
け
て
い
る
と
し
た
ら
、
音
便
率
は
そ

の
結
果
を
は
っ
き
り
と
現
す
は
ず
で
あ
る
。
音
便
形
の
現
れ
方
と

し
て
は
、
会
話
文
・
消
息
文
な
ど
が
地
の
文
よ
り
も
高
率
と
な
る

の
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
。
ま
た
心
中
文
は
登
場
人
物
の
心
中
を

描
写
す
る
と
い
う
異
質
な
存
在
で
あ
り
、
地
の
文
・
会
話
文
・
消

息
文
と
は
区
別
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
別
項
目
と
し
て
扱
っ
た
。

　
さ
て
、
実
際
に
『
源
氏
物
語
』
全
巻
に
わ
た
っ
て
形
容
詞
連
用

形
ウ
音
便
の
調
査
を
、
地
の
文
・
会
話
文
・
消
息
文
・
心
中
文
に

つ
い
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

巻
名
音便形

非音便形
地
の
文音便率

音便形

非音便形
会
話
文音便率

音便形

非音便形
消
息
文音便率

音便形

非音便形
心
中
文

A

音便率

音便形

非音便形 合
計音便率
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濡
標
明須花賢　 花紅末若夕空帯桐石磨董木葵宴萎薯紫顔蝉木壼

62　　86　　85 4149116 28 53 84101　27　19 5　　42

56　　　80　　　76　　　18　　　110　　　99　　　27　　　83　　　64　　　81　　158　　　40　　　94　　　50

53　　　　52　　　　53　　　　18　　　　58　　　　54　　　　51　　　39　　　　57　　　　55　　　　15　　　　32 5　　46

15　　12　　19 2　　13　　18 4 6　　14　　54　　17 7　　10　　19

17　　18　　27 1 8　　25 4　　　14　　　15　　　52　　　70 9　159　　17

47　　　40　　　41　　　67　　　62　　　42　　　50　　　30　　　48　　　51　　　20　　　44 6　　53

0 0 3 0 2 2 0 0 1 3 0 0 0 0

2 3 3 0 7 0 0 0 0 7 0 0 0 0

0 0　　50 0　　22　100 0 0　100　　30 0 0 0 0

6 8 3 1 6 9 2 0 3 1 0 0 0 1

5 8 7 1 4　　11 0 0 1 0 4 0 0 2

55　　　　50　　　　30　　　　50　　　　60　　　　45　　　100 0　　75　100 0 0 0　　33

83　　　106　　　110
7　　　170　　　145　　　34　　　59　　　102　　　159　　　44　　　26　　　15　　　62

80　　　109　　　113　　　　20　　　129　　　135　　　　31　　　97　　　　80　　　140　　　232　　　　49　　　253　　　　69

51　　　49　　　49　　　35　　　57　　　52　　　52　　　38　　　56　　　53　　　16　　　35 6　　47

野箋常　 胡初玉少朝薄松絵関蓬分火夏螢
11 2 0 2　　35 3206317333125 7　　27

42 7　　　　50　　　　61　　　33　　　　64　　　107　　　103　　　　50　　　　76　　　　29　　　　48 7　　47

21　　22 0 3　　51 41638253052345036
7 0 5 1　　21 1　　　17　　　20　　　10　　　15　　　14 3 1 8

14 2　　51　　23　　27 7　　　51　　　35　　　30　　　29　　　17　　　12 3　　15

33 0 9 444132536253445202535
0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 0 1 1 1
．
0

0 1 2 0 1 0 1 0

0 0 0 0　　67 0 0 0 0 0　　50 0 0 0

0 1 0 0 3 0 0 3 0 4 2 2 0 1

6 0　　12 2 1 2 6　　13 8　　10 0 4 1 7

0　100 0 0　　75 0 0　　19 0　　　29　　　100　　　33 0　　13

18 3 5 3　　61 4378627524830 8　　36

62 9　　　114　　　87　　　62　　　73　　164　　　152　　　90　　115　　　47　　　64　　　12　　　69

23　　25 4 3　　59
5　　　18　　　36　　　23　　　31　　　51　　　32　　　40　　　34
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匂
宮
　　　　　御夕鈴横柏若若藤梅真藤行幻　　　　　　　　　　　　　　　菜　　菜　　裏　　　　木
　　　　　法　　　　　　　　　　霧　　虫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛木下上葉枝柱袴幸

18　　　　28　　　　14　　　］38　　　　23　　　　23　　　　93 8　　　17　　　28　　　33　　　79 1　　45

55　　　47　　　70　　　101　　　30　　　43　　　44　　397　　296　　　45　　　21　　　68　　　39　　　36

25　　　37　　　17　　　56　　　43　　　35　　　68 2 5　　38　　61　　54 3　　49

3　　11 0　　68　　11 6　　58 6 5　　11 9　　27 1　　19

1　　18 7　　58 8　　　　17　　　30　　　203　　　174　　　　14　　　　17　　　　23　　　　29　　　　37

75　　38 0　　　　54　　　　58　　　　26　　　　66 3 3　　44　　35　　54 3　　34

0 0 0 2 0 0 1 0 2 0 0 4 0 3

0 0 0 3 0 1 2 4　　12 0 0 4 0 1

0 0 0　　40 0 0　　33 O　　l4 0 0　　50 0　　75
2 2 0　　21 0 1　　12 2 2 2 0 3 1 3

6 4 4　　13 0 4　　15　　32　　27 3 0 3 3 3

25　　33 0　　62 0　　20　　44 6 7　　40 0　　50　　25　　50

23　　　41　　　14　　　229　　　34　　　30　　　164　　　16　　　26　　　41　　　42　　　113 3　　70
62 69　　　81　　　175　　　38　　　65　　　91　　636　　509　　　62　　　38　　　98　　　71　　　77

27 37　　　15　　　57　　　47　　　32　　　64 2 5　　40　　53　　54 4　　48

　
　
第
△
＿
口
計
部

夢
、
め
7
子
橋

手
習
蜻
蛉

、ひ
u子

M
東
屋
宿
木
早
蕨
総
角
椎
本
橋
姫
竹
河
紅
梅

1323 4 54 40 51 50 6 12 27 48 36 62 17

1969 23 102 125 136 143 310 53 360 84 108 74 24

40 15 35 24 27 26 2 18 6 36 25 46 41

400 4 39 21 18 31 6 2 18 24 14 23 8

872 29 88 70 78 123 19 30 134 42 47 34 13

31 12 31 23 19 20 24 6 12 36 23 40 38

21 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 1 0

35 3 0 10 18 4 9 1 0 1 3 2 0

38 0 100 0 10 0 0 0 0 0 25 33 0

65 1 11 4 7 5 1 1 3 7 3 5 0

127 2 22 34 29 22 65 4 52 6 14 6 2

34 33 33 11 19 19 2 20 5 54 18 45 0

1809 9 105 65 78 86 13 15 48 79 54 91 25

3003 57 212 239 261 292 403 88 546 133 172 ll6 39

38 14 33 21 23 23 3 15 8 37 24 44 39
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　　五

㍽l
v帖

　　第ム＝口＿

v部

　　第ムーロー

v部
2092 425 344

4594 1597 1028

31 21 25

776 211 165

2095 708 515

27 23 24

31 5 5

108 44 22

22 10 19

155 50 40

490 264 99

24 16 29

3054 691 554

7287 2613 1664

30 21 25

・
他
の
文
・
会
話
文
・
消
息
文
：
心
中
文
な
ど
の
認
定
は
、
旧
小
学
館
古
典
文
学

全
集
「
源
氏
物
語
」
全
六
巻
（
底
本
は
大
島
本
）
に
よ
る
。

・
手
習
い
な
ど
文
字
と
し
て
書
か
れ
た
文
は
消
息
文
扱
い
を
し
た
。

・
和
歌
に
含
ま
れ
る
形
容
詞
連
用
形
に
つ
い
て
は
、
音
便
形
の
現
れ
な
い
範
囲
で

あ
る
た
め
、
数
字
に
入
れ
な
か
っ
た
。

・
心
中
文
と
地
の
文
と
の
区
別
は
大
変
微
妙
で
あ
る
が
、
は
っ
き
り
と
心
中
表
現

で
あ
る
と
区
別
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
は
心
中
文
と
し
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
も
の
は
地
の
文
と
し
た
。

五

　
前
節
の
調
査
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
、
『
源
氏
物
語
』
全
巻
を
通
し
て
み
る
と
、
地
の
文
・

会
話
文
・
消
息
文
：
心
中
文
の
音
便
率
は
予
想
に
反
し
て
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
約
3
0
％
で
あ
る
。
3
0
％
と
い
う
数
値
が

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
は
充
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
形
容
詞
連
用
形
の
全
数
の
3
0
％
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
高

率
で
、
ウ
音
便
形
が
相
当
に
一
般
化
し
て
い
て
、
格
別
に
新
奇
さ

や
異
和
感
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
な
く
、
文
章
に
と
け
込
ん
で

い
る
と
い
う
状
態
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
地
の

文
・
会
話
文
・
消
息
文
・
心
中
文
の
間
で
音
便
率
に
ほ
と
ん
ど
差

が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
形
容
詞
連
用
形
ウ
音
便
に
限
っ
て
い
え
ば
、

こ
の
表
現
が
当
初
に
も
っ
た
俗
語
感
覚
、
口
語
感
覚
が
薄
め
ら
れ
、

目
障
り
に
な
ら
な
い
ほ
ど
文
章
に
調
和
し
て
き
た
も
の
と
み
る
こ

と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
形
容
詞
連
用
形
ウ
音
便
は
擬

音
便
や
促
音
便
な
ど
と
違
っ
て
か
な
り
文
章
表
現
に
馴
染
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
音
便
の
用
法
の
一
つ
の
変

化
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
全
巻
を
通
し
て
み
た
音
便
率
は
右
の
ご
と
く
で
あ
る

が
、
巻
毎
に
み
る
と
か
な
り
の
差
異
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

音
便
率
の
高
い
巻
と
し
て
は
、
末
摘
花
5
6
％
、
賢
木
5
7
％
、
胡
蝶

59

刀
A
柏
木
6
4
％
、
夕
霧
5
7
％
の
五
帖
が
目
立
ち
、
特
に
柏
木
は

大
変
高
率
で
あ
る
。
逆
に
音
便
率
の
低
い
巻
と
し
て
は
、
帯
木

6
％
、
初
音
5
％
、
螢
3
％
、
常
夏
4
％
、
藤
袴
4
％
、
若
菜
上

5
％
、
若
菜
下
2
％
、
宿
木
3
％
の
八
帖
が
あ
り
、
若
菜
下
に
至
っ

て
は
、
六
五
二
例
中
の
十
六
例
に
し
か
音
便
形
は
み
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
音
便
率
の
高
い
巻
で
は
、
地
の
文
・
会
話
文
な
ど
も
共
に

音
便
率
が
高
く
、
低
い
巻
で
は
地
の
文
・
会
話
文
な
ど
も
共
に
低

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
充
分
明
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確
に
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
偶
然
の
結
果
と
し
て
片
付
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
何
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ

の
巻
の
性
格
、
記
述
法
な
ど
検
討
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
と
も

か
く
高
率
の
巻
と
低
率
の
巻
と
で
は
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
限
り
、

別
人
の
作
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
す
る
。
い
っ
た
い
当
時
の
他
の
作

品
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
比
較
的
古
い
写
本
も
あ
り
、

文
章
量
も
多
い
『
栄
花
物
語
』
で
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
、

対
比
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
次
の
機
会
で
の
課

題
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
冒
頭
で
引
用
し
た
藤
井
高
尚
の
説
で
あ
る
。
今
ま
で

の
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
高
尚
の
説
と
は
合
致
し
な
い
が
、
平

安
朝
和
文
に
精
通
し
た
彼
の
発
言
が
誤
り
で
あ
る
と
は
簡
単
に
言

う
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
す
れ
ば
、
高
尚
の
主
張
し
て
い
る
の
は

ど
の
よ
う
な
音
便
の
用
法
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
方
法
を
改
め

て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
全
巻
に
わ
た
っ
て
地
の

文
・
会
話
文
・
消
息
文
・
心
中
文
の
そ
れ
ぞ
れ
に
出
現
す
る
形
容

詞
連
用
形
を
、
音
便
形
・
非
音
便
形
に
分
け
、
音
便
率
を
出
し
た
。

求
め
ら
れ
た
数
値
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
地
の
文
3
1
％
、
会
話
文

27

刀
A
消
息
文
2
2
％
、
心
中
文
2
4
％
と
な
り
、
消
息
文
の
音
便
率

が
一
番
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
高
尚
は
中

古
の
物
語
文
中
の
消
息
文
に
は
音
便
が
多
い
と
し
た
の
か
。
そ
れ

は
彼
が
何
も
こ
の
よ
う
な
細
か
い
調
査
を
行
っ
た
上
で
主
張
し
た

の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
中
古
の
散
文
和
文
資
料
を
繰
り
返
し
読

ん
で
い
る
う
ち
に
、
感
覚
的
に
消
息
文
に
音
便
が
多
い
よ
う
に
と

ら
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
際
『
源
氏
物
語
』
中
の
消
息
文
を

特
に
意
識
し
な
い
で
読
む
と
、
元
々
地
の
文
・
会
話
文
な
ど
に
比

べ
、
短
か
い
文
章
で
あ
る
消
息
文
の
中
に
出
現
す
る
音
便
と
い
う

の
は
と
て
も
目
立
つ
。
そ
れ
は
非
音
便
形
に
対
し
て
音
便
形
は
い

く
つ
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
少
な
い
言
語
量
の
中
で
、

音
便
形
が
目
立
つ
感
じ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、
形
容
詞
の
音
便
形

対
非
音
便
形
と
い
う
角
度
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
面
か
ら
の

観
察
を
試
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
さ
ら
に
他
の
資

料
と
も
対
比
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

↓ノ、

　
以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一、

w
源
氏
物
語
』
全
巻
を
通
し
て
、
地
の
文
・
会
話
文
・
消
息

　
文
・
心
中
文
の
音
便
率
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
約
3
0
％
で
あ
っ

　
た
。

二
、
巻
毎
の
音
便
率
に
は
か
な
り
差
が
あ
り
、
高
率
の
巻
で
は
約

　
6
0
％
、
低
率
の
巻
で
は
約
5
％
と
い
う
数
値
で
あ
っ
た
。
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三
、
藤
井
高
尚
の
説
か
ら
予
想
し
た
音
便
形
出
現
の
傾
向
は
見
出

　
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
別
の
面
か
ら
の
検
討
を

　
併
せ
試
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
全
巻
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
調
査

に
よ
っ
て
、
形
容
詞
連
用
形
ウ
音
便
に
つ
い
て
は
当
初
の
予
想
に

反
し
て
、
作
者
の
用
語
選
択
意
識
に
よ
る
音
便
形
の
使
い
分
け
の

有
無
や
出
現
部
分
の
特
徴
を
は
っ
き
り
と
見
出
す
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
形
容
詞
連
用
形
ウ
音
便
が
和
文
で
あ
る
『
源

氏
物
語
』
に
お
い
て
深
く
浸
透
し
て
い
た
様
子
は
伺
え
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
は
な
は
だ
実
り
少
な
い
結
論
で
は
あ
る
が
、
今
後
、

新
し
い
資
料
と
の
比
較
と
別
の
観
点
か
ら
の
検
討
と
を
加
え
て
、

徐
々
に
事
実
を
確
認
し
、
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

大
会
（
同
朋
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
に
訂
正
を
加
え
、
改
稿

し
た
も
の
で
す
。
当
日
会
場
で
、
ま
た
、
特
に
後
日
書
面
で
ご
懇
切
に

ご
指
導
賜
わ
り
ま
し
た
諸
先
生
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
二
年
）
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　三三（一

O
　
注
『
消
息
文
例
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
七
八
）

江
口
正
弘
氏
「
中
古
和
文
資
料
に
お
け
る
動
詞
の
音
便
形
」

（『

糟
黷
ﾆ
国
文
学
』
昭
和
五
〇
・
五
）

北
原
保
雄
氏
「
形
容
詞
の
ウ
音
便
」
（
『
国
語
国
文
』
3
6
巻
8

号
）

　
　
　
　
　
付
　
記

本
稿
は
平
成
五
年
十
一
月
十
四
日
の
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季


